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「富県創出モデル事業」について【平成２２年度の取組状況】 

取組テーマ 観光 ポートセールス 大学と企業とのマッチング 

目的 

 第一次産業から第三次産業までの産業体

験学習メニューの掘り起こし，教育旅行・体

験旅行の商品化，人材育成を含む受入体制の

整備等を進めることにより，本県の観光地と

しての魅力を高め，観光客の増加を図る。 

 仙台港を利用したﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄによるｺｽﾄ低減効

果把握や輸送工程を映像化した新たなｾｰﾙｽﾂｰﾙ

を構築する。関係団体と協働化した活動を展開

し，仙台港への貨物集荷等の利用促進，企業の

輸送ｺｽﾄ削減と地域経済活性化を図る。 

 県内大学のﾆｰｽﾞ(研究に資する資材，部品，

設備等の製作等)を県内企業の技術で解決す

る事を通じ，企業を大学等に知っていただく

(知産地消)とともに，企業の技術向上に結び

つく，新たな産学連携ﾓﾃﾞﾙの構築を目指す。 

概
要 

(１)事業名 産業観光推進事業 仙台港プロモーション事業 大学等ニーズ活用産学連携推進事業 
(大学等ニーズ活用マッチング支援事業) 

(２)協働団体 宮城県商工会議所連合会，宮城県商工会連合

会，宮城県中小企業団体中央会，宮城県観光

誘致協議会，宮城県漁業協同組合 
【オブザーバー】東北運輸局 

宮城県商工会議所連合会，㈳東北経済連合会，

仙台市，仙台国際貿易港整備利用促進協議会 
【オブザーバー】東北地方整備局，東北運輸局 

㈳みやぎ工業会，宮城県中小企業団体中央

会，㈳宮城県情報サービス産業協会，東北大

学，東北学院大学 

(３)事業概要 ①県内における教育旅行誘致活動 
・中学校訪問による教育旅行ガイドブックの

配布，説明（6～9 月） 
・旅行事業者と受入地域との意見交換会

（7,12 月） 
②県外学校等への教育旅行誘致活動 
・首都圏(7 月)，関西圏(10 月)，北海道(12 月) 
③モニターツアー（現地研修会）の実施 
・現地研修会（南三陸・蔵王）（8 月） 
④教育旅行誘致のための DVD・ホームペー

ジ作成（H23.3 月完成） 
⑤受入体制の整備 
・各地域の商工会等と連携した就業体験受入

地域の拡大（H23.3 月） 
⑥教育旅行関係者，受入地域，自治体等を対

象とした研修会・事業説明会の開催，勉強

会への講師派遣(～H23.3 月) 

①輸送効果把握 
・仙台港利用のトライアル(試験)輸送を行い，京

浜港利用の場合と比較した効果を把握 
②輸送効果の可視化 
・説得力あるﾎﾟｰﾄｾｰﾙｽを行うため，仙台港のﾒﾘｯ

ﾄやﾄﾗｲｱﾙ輸送の結果をまとめた DVD を作成 
③関係団体協働による推進体制整備 
・仙台港利用促進のため，関係団体との協働に

よる DVD 等を活用した物流検討会の開催等  
【事業実績等】 
・ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ用 DVD の基本内容確定(6 月) 
・ﾄﾗｲｱﾙ輸送の対象企業募集(6～7 月) 
・ﾄﾗｲｱﾙ輸送の実施(1 社目・7 月) 
・ﾄﾗｲｱﾙ輸送の実施(2 社目・8 月) 
・物流勉強会の開催(H23.1～3 月) 

①㈳みやぎ工業会に検討組織「大学ニーズと

のマッチングワーキンググループ」設置

(H21.8 月) 
・大学，先達企業等の調査方法の検討 
・マッチング事業案の検討 等の実施 
②趣旨説明，現状調査 
・東北大学，東北学院大学への継続的な訪問 
 （H21.8 月～H22.4 月） 
・東北大学工学研究科研究企画会議への 
 オブザーバー参加(5 月～) 
③企業と研究室のマッチング事業(12 月～) 
④大学等との取引を希望する企業を募集し，

「大学・高専ニーズ活用ビジネス研究会」

発足予定(～H23.3 月頃まで) 
 

(４)事業費 ２,５００千円 ２,６１０千円 非予算的手法による事業実施 

県関係部署 観光課，農村振興課，義務教育課 港湾課 新産業振興課 

資料４ 
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【平成２３年度の取組予定】 

 

取組テーマ 観光 
農商工連携 

（石巻地域） （気仙沼地域） 

目的 

 今後，ますます増加することが予想される

東アジア地域からの外国人観光客を対象に，

観光客が快適に旅行を行うことができる環

境づくりを行い，外国人観光客の増加を図

る。 

 石巻地域は宮城県産かきの出荷量の約 65%を

占める主要な生産地であり，地域を意識した新

商品開発により石巻産かきの高付加価値化を図

るとともに，地元飲食店やｲﾍﾞﾝﾄ等との連携によ

り県内外に情報発信し，地域への集客を図る。 

 気仙沼地域の水産物を素材にし，地域の

農産物も活用しながら，農（水）商工の事

業者が連携し，新商品開発及び販路開拓，

観光産業での活用等により，地域の総合的

な産業振興を図る。 

概
要 

(１)事業名 外国人観光客安心サポート事業 石巻産「かき」スキルアップ事業 気仙沼発「リアスの恵み」活用農商工連携

高付加価値化推進事業 
(２)協働団体 宮城県商工会議所連合会，宮城県商工会連合

会，宮城県中小企業団体中央会，宮城県観光

誘致協議会，宮城県観光連盟，宮城県国際交

流協会 

宮城県漁業協同組合，石巻市水産加工業協同組

合，石巻商工会議所，石巻観光協会 等 
気仙沼漁業協同組合，南三陸農業協同組合，

気仙沼市水産加工業振興協議会，気仙沼商

工会議所 気仙沼市 等 

(３)事業概要 ①中国人観光客の動向に関する研修会 
・商業関係者等に対し，今後予想される中国

人観光客の動向や嗜好や好まれるサービ

ス等についての研修会を実施する。 
②外国人観光客の快適旅行サポート事業 
・中国人観光客の快適な旅行を支援するた

め，ショッピングがスムーズにできるよう

銀聯カード使用可能店舗の充実を図る。 
③銀聯カード対応店等の情報発信 
・銀聯カードの使用可能店舗や外貨両替所の

情報をホームページで公開し，掲載情報は

随時更新する。 

①石巻産「かき」を原料とした「かきソース」

の開発 

・サイズや生産時期の関係で生食流通に乗らな

い規格外等の「かき」を原料とし，生産者と

地元水産加工業者の連携により「かきソース」

を開発する。 

②販売環境づくり 

・石巻商工会議所や石巻観光協会等と連携し，

地域内外で開催されるイベント等での活用に

より「かきソース」の普及を図る。 

①生産者と商工業者，技術研究機関の連携

による新商品（レトルトパック）の開発 

・メカジキ，地元野菜を素材とした「メカ

カレー」 

・地元産かき・ホタテ・ウニ入り牛乳仕立

て「チャウダー風スープ」 

・地元産トマト・かき・ホタテ・ウニ・ム

ール貝による「三陸パエリアの素」 

②開発成果品の発信と販売 

・「メカカレー」の地元飲食店での提供，新

商品の販路開拓等のため，気仙沼商工会

議所等と連携し，市内外で開催されるイ

ベントや物産展等での試食提供や販売を

実施する。 

(４）事業費 １,８００千円 １,０００千円 １,０００千円 

県関係部署 観光課，国際経済・交流課 富県宮城推進室，東部地方振興事務所 富県宮城推進室，気仙沼地方振興事務所 


